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生活地名からみたダイ族集落の空間構造
一中国雲南省西双版納ダイ族の住居 ･集落に関する調査研究-
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1.研究の目的と方法
本研究は,1994年12月26日から1995年1月7日にかけ
て,富樫頼,岡田知子,白砂剛二,山崎寿-らが行った
中国雲南省西双版納ダイ族自治州景洪市のダイ族住居 ･
集落調査の報告である｡1)本稿では,ダイ族集落の概要と
生活地名分析による集落空間構造の考察を中心に報告す
る｡
今回の調査は,共通フォーマットによる分担調査,課
題別調査とは異なる共同集落研究の試みであり,以下の
方法的特徴をもつ｡
①個々の研究者 (調査参加者)は,ダイ族の伝統的な住
居 ･集落空間の構造を解明するという共通の関心をも
つ｡
②同一の集落を対象に全員で調査を行い,考察の基礎と
なる空間構成,空間利用の実態把握を共通の認識とし
ている｡(秦-1参照)
③個々の研究者は,それぞれ独自の切り口 (方法･視点)
から住居 ･集落空間の構成原理の解明に迫る｡
今回の共同研究チームの中で,白砂剛二は,数世代に
わたって定住し続けることが可能な集住システムをもつ
伝統的集落を ｢定住型居住地｣のモデルとして捉えると
いう視点から,岡田知子は,精神文化と空間構造の関連,
信仰空間に着目して集落および住居の空間構成の原理を
探求するという視点から,盲偉穎,山崎寿-は,住民の
空間 (建物 ･土地)に対する呼称とその語意から住居,
集落空間の本来的な意味とその構成原理を探った｡
(1)
義-1 主な調査項目一覧 (-95雲甫調査)
<共通調査項目>
1.集落空間の踏査 ･実浦 ･実態把握
<集落レベル>
歩測とコンパスによる集落の実測
共同空間の実測
敷地境界 ･塀 (材料) ･入口の把握
建物配置 ･屋根伏図 (横方向の確認)､入口の把握
敷地利用 (菜園 ･池 ･樹木等)
道路 ･広場の実測､樹木の位置の確認
<集落域レベル>
踏査による集落境界 ･周辺土地利用の確認
2.集落生活 ･社会構造のヒアリング
集落の起源 ･言い伝え､集落名の由来
集落の戸数 (解放時と現在) ･婚姻関係
集落組織､役員選出方法､役員の仕事
1年の農事暦と集落行事 (冠婚葬祭､通過儀礼)
共同空間の機能､管理
生産活動と共同作業
土地利用と生産括動/住宅新築 ･土地配分の原則
家族と生活 ･家計 (個別調査)
<個別調査項目>
3.集落空間構成の把握と生活地名の採取 (山崎)
4.住居 ･敷地プランと住居語意の採取 (富樫 ･-港)
5.精霊 ･信仰生活と信仰空間の把握 (白砂 ･岡田)
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2.西双版納ダイ族自治州のダイ族集落の概要
2.1西双版納の概況
中国雲南省 (省都 ･昆明)は,東北アジアと東南アジ
ア,南アジアの接点に位置する中国西南端の地域の一つ
で,南はミャンマー,ラオス,ベトナムに接する｡
雪南省は,中国でも特に多くの少弊民族が居住する地
域で,西双版納ダイ族自治州 (州都 ･景洪)には,約25
の少数民族が居住し,主なものだけでも13を数える｡
西双版納の総人口は796296人 (1990年)で,主な民族
の内訳は,ダイ族が約27万人(全体の約34%),アイニー
族15万人(19%),ラフ族46790人(6%),プーラン族32990
人 '･.I(4%)となって高名.函⊥2ぬ,･西双版納Lの主な8
つの民族分布を示し●たもめである｡
西双版納の中央には,潤滑江 (ダイ語ではナンホーン
という｡ナンは<水>,ホーンは<広い>.の意味｡メコ
ン川上流)が流れ,その沿岸の低地 ･盆地,山地部に各
民族が住み分けている｡海抜500mから700mに位置する低
地 ･盆地部は熱帯,山地部は亜熱帯に属している｡
?
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明
図-`1 西双版納ダイ族自治州の位置
今回の調査対象としたダイ族は,47に分類されるダ
イ族の中のダイ･ルー族 (水タイ)で,低地 ･盆地部に
居住する稲作を主要作物とする民族である｡
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図-2 西双版納ダイ族自治州における民族分布 (拳考文献1)より引用)
(2)
山崎他 :ダイ族の集落空間構造
西双版納のダイ族 (ダイ･ルー族,水タイ)は,熱帯
に属する盆地,低地部に居住し,上座部仏教,精霊祭把
などの精神文化や,稲作文化,高床式住居などの生活文
化を継承した生活を営んでいる｡(写真 1参照)
解放以前のダイ族は封建領主制であり,ムオンとよば
れる領主を頂点とした封建領主制と上座部仏教とダイ族
独自の精霊信仰が結びついた社会構造を有していた｡そ
の後,1950年に西双版納全域が中国共産党の指揮下に入
り,1953年には西双版納ダイ族自治区が成立し,今日に
至っている｡
現在,西双版納ダイ族自治州の経済発展は著しく,伝
統的な住居,集落が大きく変容している｡それは,都市
化 ･漢化の浸透であり,竹楼と呼ばれたダイ族特有の高
床式住宅は,竹から木へ,さらに一部煉瓦造へと大きく
変化している｡また,竹やサボテンでつぐられた塵敷地
の囲いは,煉瓦塀へと変化し,集落のなかの道路の拡幅,
水路整備などの近代化が進められている｡(写真2,3参照)
このような変化は,州都 ･景洪周辺で著しくi準民族
との混住集落も一部でみられる｡しかし,大部分のダイ
族集落は,近代化の過程の中で,伝統的な生活文化や高
床式住居といった住様式を維持している｡
2.2 西双版納における行政区分と.集落 (隻)
以下では,簡単に,西双版納 ･景洪市の行政区分から∫
みた地域構成と集落の位置づけについてふれておく｡
西双版納は,3県 (内,景洪県は1993年に景洪市に昇
檎),40鎮,278弁事所(かつての郷政府),･2095の村(鼻)
から構成され,その他に11の国営農場,61の分場,913の
生産隊がある｡
景洪市の場合,13の鏡があり,一つの鏡には平均約7
の弁事所,一つの弁事所には約7.5の蔓がある｡鼻の規模
は,60戸が標準的であるが,大きなものは150戸のものも
ある｡その構成は,図-3に示す通りであり,鼻が農村
集落 (山村集落を含む)とみなせる村落社会の基本単位
となっている｡
西双版納 (シーサンパンナ)は,12(シー-10,プサ
ン-2)のパンナの意味であり,パンナは1000の畑のま
とまり,地形的なまとまりの単位であると同時に解放以
前の政治領域でもあった｡さらに,パンナは盆地を意味
するモンに分かれており,それが現在の鏡の行政単位に
対応する場合が多い｡
このように西双版納では,地形の単位,歴史的政治領
域,現在の行政区分が重層しており,その最も基本的な
単位となっているのが集落,すなわち垂であると理解で
きる｡
(3)
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写真 1 伝統的なダイ族の高床式住居一竹楼 (蔓竜代)
写真 2 ダイ族の高床式住居一木楼 (蔓竜代)
写真3 都市近郊の煉瓦化されたダイ族住居
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図-3 西双版納 ･景洪市の行政区分からみた地域構成
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2.3 ダイ族集落の概要
(1)調査集落の概要
本研究では,伝統的な住居･集落の空間構造の仕組み･
集住システムに注目していることから,都市化 ･漢化の
影響の少ない伝統的な集落を調査対象として選定した｡
調査集落は,西双版納ダイ族自治州の州都である景洪
市の中心部から車で約1時間離れたモンハン鏡に属する
都市化･漢化の影響の比較的少ない鼻海 (マンハイ),隻
竜代 (マンロンタイ)の2つの伝統的なダイ族集落で,
富樫 ･岡田が1984年,1994年に行った西双版納の集落踏
査によって得られた知見に基づいて選定したものである｡
これらの集落は,近代化の著しいダイ族の集落の中で,
比較的,伝統的な空間形態や,伝統的な生活行事や親族
間の相互扶助など,社会生活が維持された集落である｡
ここでは,今回詳細調査した鼻海(マンハイ),鼻竜代(マ
ンロンタイ)の2集落を例に,ダイ族集落の概要を紹介
する｡
調査2集落は,景洪市の中心部から南へ潤滑江沿って
車で約1時間のモンハン鋲に位置する｡鏡は市の下の行
政区分で,卓政府があり,モンハン卓はさらに9つの弁
事所 (旧郷政府)に別れている｡弁事所は7から11程度
の村落により構成され,蔓海は第三弁事所 (マンフォー
イ),量竜代は第二弁事所 (マンキン)に属している｡
蔓海,鼻竜代の ｢鼻｣は村落の意味で,鼻海は,モン
ハン鏡の16の古村の一つで,ラオスから移住したという
言伝えのある村である｡村人によると,海には,ラオス
からきた,優れているという意味があり,竜代は魚の住
む池の末という意味であるということだった｡
ダイ族の集落は,解放後 (特に1975年以降)の戸数増
加が著しく,鼻海は,解放前の73戸が144戸,654人 (1
戸当たり4.6人)に,蔓竜代は,解放前の17戸が63戸 (1
戸当たり4.9人)に増加している｡現地でのヒアリングに
よると,戸数が特に増加したのは,1975年以降で,それ
以前は,兄弟が結婚後も同居し,複数の家族が同一の住
居に居住する場合が多かった｡また,解放前には,家を
新築すると重税を課せられることから,分家は一般的で
なかったというヒアリングも得た｡
近年の住宅建設は,集落内での分家 ･新築によるもの
である｡同一敷地内に分棟を建てて分家を行うことはせ
ずに,集落の中の適当な土地を捜し,集落の代表の許可
をとり新築するとのことであった｡結婚後,1年から3
年,親と同居するのが一般的だが,その間に家の新築の
準備をするためという理由もある｡改築の場合は,屋敷
地内に仮設住宅を建て,改築する｡新築祝いは,極めて
厳格な儀礼として盛大に行われる｡(写真5参照)
図-4 調査対象集落の位置
写真4 住宅の新築作業 (豊海)
写真5 住宅新築の儀式 (豊海)
家の新築に必要な費用は,約8000元で,大工の労賃,
木材(ラオスから廃人),瓦,煉瓦等の材料費がその内容
である｡1960年以前は,竹楼とよばれる住居で,すべて
の材料が自前であったが,現在までに徐々にお金が必要
になってきた｡特に近年は,集落周辺の大木の伐採が政
府の規制により困難となり,ラオスより木材を購入する
ようになっている｡また,茅葺の屋根が瓦に,竹やサボ
テンの垣根が煉瓦塀にかわり,その材料費もかかるよう
になっている｡それと同時に専門の職人を集落外から雇
い入れるようにも変化している｡尚,今年の蔓海での新
築件数は,22であった｡
(4)
山崎他 :ダイ族の集落空間構造
生産形態についてみると,1978年に生産責任制に変わ
り,1981年に家族人数を基準 (一人当たり2畝)とした
家毎への土地配分がなされ,現在に至っている｡土地の
配分方法について,詳細な調査はできなかったが,数人
からのヒアリングによると,(》水田の配分では,解放以
前の所有地 ･耕作地と配分地に関連があること,(卦配分
地は親族でまとまる傾向があること,③山林の分配は,
各戸均等配分の原則は共通するが,配分地のまとまりは,
生産社を単位としており,農地とは異なっている等の証
言を得た｡
蔓海でのヒアリングによると,一戸当たりの平均年収
は約8000元である｡その主たる収入源はゴム (1983年以
降に導入)で,その他米 (二期作,1969年以降),サトウ
キビ,西瓜などである.村の婦人は･,自給用の野菜の一
部や織物などを毎週開かれる自由市場で売り,得たお金
で肉･魚や日用雑貨品を購入している｡自由市場では1
日約50元の収入があり,年約50回ということから2500元
の収入が加算されることになる｡
ダイ族の社会組織については,集落が村落社会の基礎
単位となっている｡集落には行政的な組織と祭紀儀礼に1
関連した組織がある｡行政的組織は,村長,副村長,会
計を役員とし,冠婚葬祭を担当する儀礼的組織は,カナ
ンから選ばれた長老 (宗教委員)が中心となっている｡
行政組織は,生産組織と同一の場合が多く,村長が生産
社の社長を兼ねている場合が多い｡
ダイ族の生活は,1982年以降の責任生産制への移行,
ゴムの導入等によって大きく変貌している｡責任生産制
以降,家を単位とした経営が基本となり,親族を中心と
した共同作業が生産を補完するようになっている｡しか
し一方では,上座部仏教や精霊祭紀等の儀礼的生活は近
年も維持されている.その代表例時,新年の水掛け祭り,
関門節,開門節などの伝統行事や,冠婚葬祭,田植 ･稲
刈りなどの共同作業などであり,その他,住宅や寺の新
築などの共同作業もいまなお,重要な生活行事となって
いる｡
家族についてみると,婚姻は対偶婚で,家族構成につ
いては,父系,母系にかたよること.がなぐ,親夫婦と子
供夫婦からなる家族構成が一般的である｡家には名字が
なく,最初の子供を基準に,その父(ポー∞ ),その母
(メイ∞ )と各人は呼ばれている｡
田植などの華同作業や冠婚葬祭などにおける相互扶助
の関係は親族において最も強い｡親族の範囲であるが,
当主夫婦の兄弟とその配偶者,さらにその兄弟までの家
族が,日常的な協力組織となっている｡ちなみに,田植
は,共同作業で行われるが,必要な労働力によって,ま
(5)
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農事暦-耕作は蔓竜代､二期作は蔓海､生活行事は蔓竜代･蔓海
でのヒアリングより作成｡
図-5 ダイ族の農事暦 ･生活行事
写真 6 共同作業の光景 (田植えの準備 :豊海)
ず親類,つぎに隣接する田の耕作者,友人の順に協力の
輪が広がる｡田植のときは,昼食を家に招いてふるまう
ことになっており,多人数の集まりが田植の時期には頻
繁にある｡現在,子供の数は,2名が平均で,親の世代
は5名,祖父母の世代は8名程度が多い｡婚姻は,集落
内で行われる場合が多いが,最近は村外のものとの婚姻
を増加している｡現在の当主家族では,自分の兄弟と配
偶者の兄弟で約10戸の家が身近な親戚となり,それぞれ
の家で田植,稲刈りの行事 ･集まりがもたれている｡
蔓海の1年の生活行事をまとめたものが図一5である｡
鼻海の生活行事は,上座部仏教の儀礼と農事に関連して,
秩序づけられている｡
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(2)ボーッアイオン一家の生活状況
蔓海の会計を勤めるボーッアイオン一家を例にダイ族
の生活状況を紹介する｡
現在の家族は,ボーッアイオン夫婦と主人の父母,3
人の子供の7人家族である｡主人のボーッアイオン氏は
35才で,ツライオン君 (長男11才･中学生)の父 (ポ
ー)が,彼の名前である｡妻は34才でメイツアイオン
(ツアイオンのお母さん)と呼ばれる｡ちなみに父母の
兄弟は11人で,全てが村内に居住しており,主人は3
人兄弟の一番上(長男-主人,次男-村内･入婿,長女-
村外)で,妻は村外出身である｡
住宅は,1979年に建てられた高床式住宅で,今年,塀
をレンガに変えた｡住宅には電気が引かれ,テレビ,炊
飯器等の電化製品も近年買い揃え.ている｡ただし,他の
家と同様に,便所 ･水道はない｡
この家には,水田10畝 (ムー),ゴム園15畝 (500本)
あり,ゴム園からの収入が800.0から9000元,他が5000元
程度である｡その他,トラクター1台を所有し,牛･豚･
鶏を飼っている｡
家族の役割分担は,祖父は牛の世話,菜園,祖母は家
畜の世話,菜園,主人はゴム,農作業全般,妻は家事,
農作業,ゴムであり,農作業については田植えは女性,
種蒔き･代かきは男性という分担になっているというこ
とだった｡
この家の10畝の水田は,9畝と1畝の2箇所に分かれ
ており,水田の田植え,稲刈りは共同作業で行われる｡
共同作業は,ダイ語では,マッチム(来る)･へン(協力)
といい,日本の結いに相当するものである｡
水田の田植えの日の昼には,食事,お酒,煙草が用意
され,家で昼食がもてなされる｡9畝の水田の田植えの
場合 (今年)は,28人の共同作業となったが,昼食には
40人位が集まったという｡この家の場合,1畝の水田に
ついては,小規模ということもあり,集まるのは親戚だ
けになる｡稲刈りについても同様の共同作業となるが,
この場合は,一日10元から15元の日当が支払われるよう
になっている｡この家の場合,昼食が家で一同に会して
取られるのは,二期作であるので年8回になる｡
共同作業の範囲は,作業規模によって,第-に親戚,
第二に近所,第三に近くに田をもつもの,第四に友人の
順で声をかけるのが一般的だという｡
尚,親戚とは,自分及配偶者の兄弟とその配偶者が基
本であり,さらにその兄弟へと親族の輪が広がる｡
ボーッアイオン一家では,集落の年中行事,通過儀礼
等の伝統的生活を維持しながらも,長男の中学進学,ゴ
ム経営の導入,住宅及び生活機器の近代化が進んでいる｡
写真7 ボーッアイオン一家 (祖父母を除く)
写真8 塀を煉瓦にしている主人
写真 9 住宅の内部(1)(家具の奥が凍室)
写真10 住宅の内部(2)
(6)
山崎他:ダイ族の集落空間構造
3.生活地名からみた蔓海の集落空間構造
3.1 集落空間の把撞 2)
<集落域レベル>
集落域レベルの空間構成を模式図にまとめたものが図-
6である｡
集落域は東西約400M,南北500Mの平坦部と南部の山
間部 (山,ゴム園,農地)から構成されている｡
集落空間を把握する場合,まず集落の領域 (集落の領
土,集落に属する土地の範囲)が明確に存在するのか否
かを把握することが必要である｡ダイ族の集落は,塊村･
街村形態をとるものが多く,視覚的にも集落を容易に認
識できる｡しかし,農地や山林などの集落に属する土地
を含んだ集落域は単純に視覚的なまとまりとして把握す
ることはできない｡
量海の場合,隣接集落との境界は,山の尾根線や水系
の境界の場合が多く,一見連続しているような農地であ
っても,水系が異なり,異なった集落に属する場合もあ
る｡写真に示した集落東側の農地は柵に囲われており,
その水源はため池である｡この柵は隣接集準との境界を
示すものである｡また,集落に隣接する北西の農地は,
水系が異なっており,卓海の土地ではない｡量海の土地
は,後に述べる2つの河川とため池 (大池)を水源とす
る農地と南の山の尾根線から北側の土地であり,それが
集落域を形成している｡
<集落レベル>
集落レベルの空間構成 (骨格と宅地割)を示したもの
が図-7である｡
住居が集合して立地し,日常の生活活動の濃密な主生
活域は,狭義の集落空間である｡豊海の場合,大部分の
120戸の住居は2つの河川に挟まれた低地にまとまって立
地している｡
集落の東側の河川は,東に隣接集落から流れる広域河
川で,川幅は10M弱である｡もう一方の河川は,東側の
河川からの支線で,集落域の北東の入口で枝分かれし,
集落の北,西端を流れる幅約2Mの河川である｡この河
川の沿岸には菜園が立地し,河川にはいくつかの渡し(棉)
がある｡その周辺は,洗濯場になっており,婦人のコミ
ュニケーションの場としてもにぎわっている｡また,西
側の河川から,集落内部へ水路が引かれており,それら
は屋敷地内や隣接地のため池とつながる集落内部の水シ
ステムを形成している｡
集落の入口は,主生活域の西北端に位置している｡こ
こには,門,広場,大木,寺,共同井戸が立地し,ここ
から集落内部へ2つの道路が延びている｡この内の1本
の道路は寺の東を通り,フォンティウラ (神の家)･ガン
(7)
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図-6 集落域の空間構成模式図 (量海)
図-7 集落レベルの空間構成一骨格と宅地割
ツアイマン (ムラの心の中心)と呼ばれる社のある広場
を経て,ムラを貫通する｡今一つの道路は,自動車が通
れるよう拡幅された道で,東から南へループし,ムラを
貫通している｡その他数本の道路を含めて,集落の骨格
が形成されている｡道路の交差点は,広場のような空地
になっており,そこには木が植えられている場合が多い｡
集落入口の常設されている門は,寺の門であり,これ
とは別に,ホワサー (関門節)のときには集落の入口4
箇所に竹製の集落門が設置される (4箇所の門は,集落
の北 (寺の前),西,南,東)0
集落の東北端には,黒心木の林があり,二部畑や水田
が立地している｡新たに住宅が立地するのは,集落外延
部の東北部分,川を越えた南東部分である｡
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写真11 塔の山を望む (山頂の大木と仏塔)
写真13 集落の骨格道路
(8)
写真15 集落の入り口にある門
写真12 集落南東部の共同空間 (ロンバン付近)
写真14 ムラの中心,ガンツアイマン前の主要道
写真16 ムラの入口広場 (ノンバン)に隣接する寺
写真18 集落-の進入道路 (水路は主要河Jl･ナムナ-)
山崎他:ダイ族の集落空間構造
3-2.生活地名による集落空間構造の分析方法3)
を明らかにする｡具体的中ま~;空間サーベイによって把
握した道,川,住宅,菜園,農地,山林などの集落空間
の構成要素の生活地名を手がかりに,その語意から空間
の重み･意味を把握し,集落空間構造を理解するという
方法で,考察を進めた｡
今回は,日本語 ･(調査者-通訳 1)い?中国語 (通訳 1
-通訳2)-ダイ語 (通訳2-被調査者 :住民)による
ヒアリング調査を実施し,生活地名や採取し,さらに採
取した生活地名のダイ語の語意を確認した｡次の手順と
して,採取した生活地名を図面上で把握し,さらに現地
に随行して住民にその場所を鹿認した｡
生活地名は,本来,特定の居住者集団内部で用いる言
葉で,外部の者との会話ではほとんど使われない性格の
ものである｡それを聞き出すことは,日本においても困
難な場合が多い｡今回は,上記のような通訳2人を介し
てのヒアリング調査であり,そもそも生活地名が彼らの
日常生活に存在するのかどうかもわからないという段階
からの調査スタートであったが,右の表-2にあげた生
活地名が採取できた｡
集落空間構造を理解するためには,①集落の領域をど
うつかむか,②集落空間の骨格や中心牢なるキーポイン
トがあるか,③集落空間の構成要素は何か,④構成要素
は何かなどが重要なポイントがある｡表-2は,上記の
手順に従って,生活地名を分類 ･整理したものである｡
尚,ここで表記した生活地名は,現地での発音を調査者
が聞き取れる範囲でカタカナ表記したものである｡
3.3 生活地名からみた集落空間構造の構成原理
今回採取できた生活地名から,集落の空間構造の読み
取りの手がかりとなる知見を以下に整理した｡
知見1):ムラの内と外を分ける ｢ナイバン｣ ｢ノンバン｣
集落の土地は,農地,山林等の周辺土地利用を含んだ
領域 (-集落域)として認識されているが,さらに住居
が集合して立地する領域は,｢ナイバン｣~と呼ばれてい
る｡ナイは内側,バンはムラの意味である｡
集落の北西端の集落への入口部分は,ムラの門 (パッ
ツオ),寺院 (ワッ),共同井戸 (ナンボー)さらに信仰
の対象となる数本の大木があり,それらが一体となった
広場は ｢ノンバン｣と呼ばれる｡ノンは外縁の意味で,
丁度,門付近を境界に,それより内側がナイバン,外側
がノンバンとなる｡
義-2 蔓海における生活地名一覧
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ムラの内と外を分ける生活地名
<内と外>
.ノンバン;ノンは外縁､パンはムラの意味｡村の門 ･寺のまえの広場を指す
･ナイパン;ナイは､内側の意味で､ムラの門より内側の集落内部を指す｡
<内と外の境界>
*バッツオ :門｡常設の門は1つ｡仮説の門は4つ｡家の門もバッツオ｡
集落の中心を示す2つの生活地名-ガンツ7イマン､ガンマン
･ガンツアイマン:ムラの心 (魂)の中心｡
.ガンマン:ムラのまん中の意味｡ムラの中央の広場付近を指す｡
みちのヒエラルキーを表す生活地名
<集落の骨格を形成する主要な道>
･タンフナオマン:ムラに入る道の意味｡ホンタンカンパンの一つ〇
･ホンタンカンノヾン:カンパンはまん中､大切なの意味｡ホンタンは道｡
.ホンタンロン:ホンタンは道､ロンは広いの意味｡
く集落内の方向を示す遁>
･ホンタンホーバン:上のみち
ホンタンダイ:
･ホンタント
･ホンタンマ
･ホンタンシ
<その他の道>
‥????
????
?
?? ???
マンフォーイ村-行くみち
:第四生産隊のみち｡
*ホンタン:その他の一般道は道の一般名称のホンタン｡
*ホンタンノーイ:ホンタンのなかでも狭い路｡
*リョンコー :意味不明｡家と家の間の小路｡
川 ･水格のヒエラルキーを表した生活地名
<主要な川>
･ナムナ- :ナムは川で､ナーは母の意味､すなわち ｢
･ナムター :広域河川の名称で､隣村へ注ぐ｡ナムター ?
?
?
ー
??
〓 ?
?
????
<集落内部の主要水路>
･ナムホンノンバン:外側の川の意味｡
･ナムホンナイパンは内側の川の意味｡ホ-ホーナンムーとも呼ばれている｡
<その他の水掲>
*ナムホン:その他の河川はナムホンという一般名称､小川｡
信仰に関わる生活地名
<集落の中心 ･中央部>
･フォンティウラ;神の家 ･部屋の意味
･ガンツアイマン:ムラの心の中心｡フォンティウラのある広場全体の呼称｡
<集落のエッジ･外縁部>
･マイシー リー :仏の木の意味｡菩提樹｡
･マイロン､コハーン､コルーン､コーシリ､ココン等 :意味不明の大木
ワッ:
タ- :
バーヒ ??? ??
?
??
･ボンタウ:火
その他の生活地名
<集落の外線に
*ティンソン
*テインナ :
葬鳩
????? ?
*ティンハイ:畑
は平地､ヒ3ウは基の意味｡基地｡
?????
ティンは謙る､ソンは野菜 ･菜園の意味
屋｡ナは水田｡
屋｡ハイは畑｡
コンタンター :塔のある山の意味｡コンタンは山｡
コンテン-ーィ､コンナ･y7-､コンタンホーイは山の名｡意味不明.
<土地利用 ･施
*ナムナー :
*ナーハ
*タンハ
*ゴホン
??? ?
*ソンノヾ-
*ソンナ
*ナンポ
??
? ?‥‥‥
????????
に関する名称>
田･oナムは水､ナーは土地｡
? ?
????
*ナムノン;ため
<屋敷地と住宅の名
?? ???? ??
-は土地､ハイは畑｡
タンは刀で耕す､ハイは畑｡
昧不明｡
????????????? ????? ? パーは野菜｡
は土地｡
*ロンフアンスン;屋敷地｡ロンは囲った､ファンは家､ソンは菜園の意味｡
*フォン:住宅
<道と道の交差点の空地 :広域>
*カンホン:カンは中心､ホンは空き地｡道と道の交差点の空地､広場｡
備考)*印は土地利用め一般名称であり､固有の地名がついているかは未調査｡
集落域における位置 生活地名 集落空間構造の模式図
集落の入り口 II集落の外縁広場(/ン.八`ン)守(ワ1)､ムラの門(八●1叫) 1各 迄 . 水田ムラ 中心 Eムラ 心の中心 a'nTイマン)
③ムラの中央(8'ンマン) へ 徐 三 - ●-ゴム 住 .....磨 :'..二集落の骨格道路 ⑥真ん中の道 .ムラに入る道
(如タン.如lrン′わ7Tlマン) , @ S .I,.
⑤真ん中の道 (わタン.如 '^ン) ･ 主生活域.'1 ムわ litB . / .J~ 価集落の方位 (シモ) ⑥シモの道(ホけン.■イ)
(カミ) ⑦カミの遁(われ.i-八'ン) 去 ;.I?hOi AS, ' 藍
主生活域のエサシ一 発 ⑧タ-狗(ナムタ-)
西 .北 ⑨母の河(ナムト)､/ンハ'ン
南南西 ⑩ムラの外側の水路
(ナ▲わ./ンハーン)①火葬場(t'ンタサ) '鮎 サ新住宅(拡張,2g '乙;_一._一 _一一 一~T芯 ≦認 道路
集落域 南西の外縁 ⑫平地の基(八㌧.tln
図-8 生活地名からみ1=集落空間構造の模式図
(9)
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尚,寺はムラからみたらノンバン,外からみたらナイ
バンになるという｡このような集落空間における寺の位
置認識は,居住者の世界観を知るうえでも興味深い｡
知見2):集落の中心を示す｢ガンツアイマン｣｢ガンマン｣
ナイバンとよばれる集落内部には,いくつもの広場
(道の交差点や空地)があるが,特に ｢中心｣を示す生
活地名をもった場所が2箇所ある｡一つはムラの心(塊)
の中心の意味をもつガンツアイマンであり,もう一つは
ムラの中央の意味をもつガンマンである｡いずれも集落
空間構造の中心で重要な場所である｡
集落に心と機能 (地理的位置)の2つの核がある点は
興味深い｡
知見3):集落内の道のヒエラルキーの存在
集落内のみちには,意味のある呼称でよばれている道
と名のついていない一般名称で呼ばれている道があり,
道のヒエラルキーが明快である｡
鼻海では,集落の広い道は,一般にホンタンロン (ロ
ンは広い,大きい),それより小さい道はホンタンと呼ば
れているが,特に生活地名をもつ道は,集落の空間構造
の骨格となっている｡中でもホンタンカンパンは,ムラ
の中心のみちの意味で,2本あり,ループ状にクロスし
た形態となっている｡ホンタンカンパンの一方は,ムラ
の心の中心であるガンツアイマンの前を通る道で,もう
一つは,ガンマンを通る道である｡前者の道は,タンフ
アオマン,ムラに入る道という固有の名前がある｡
集落の南東部の新住宅地の道路は,名のない一般道路
である｡道路の生活地名からも,集落の開発の歴史の一
端が理解できる｡
生活地名に着目することによって,下記に示す道のヒ
エラルキーが明快になり,集落空間構造を理解する重要
な手がかりを得ることができた｡
(重要度)∫(9タンフアオマン (ホンタンカンパン)
(参ホンタンカンパン
③ホンタンロン
④名をもつみち (ホンタンホ-バン等)
⑤名のない一般道路 (ホンタン)
⑥家と家の間の小路 (リョンコ-)
知見4):川のヒエラルキーの存在
集落は,ナムタ-とナムナ-と呼ばれる2つの主要河
川に囲まれ,集落内部には2系統の水路が流れている｡
ナムタ-は集落域を貫通する広域河川で,ナムは川,
タ-の意味は不明である｡ナムナ-のナ-は母の意味で
(10)
図-9 集落の2つの中心と2本の骨格道路,4つの門
図-10 2本の主要河川と2本の集落内水路
あり,ナムナ-は ｢母なる川｣である｡ナムナ-は,広
域河川のナムタ-が集落域北東の集落界で枝別れした河
川で,集落西部の主要農地の水の供給源,集落内部の水
系の源として重要な役割を担っている｡ナムタ一,ナン
ムーの沿岸には自家菜園が立地し,主要道路と集落周辺
(農地や山,隣の集落への連絡路)とを結ぶ地点には橋
(木の渡し)が架けられ,その周辺は洗濯や水浴びなど
にも複合的に利用されるスポット空間となっている｡
集落内部には2つの主要な水路,ナムホンノンバンと
ナムホンナイバンがある｡ナムホンノンバンは外側の川,
山崎他 :ダイ族の集落空間構造
ナムホンナイバンは内側の川の意味で,ホ-ホ-ナンム
ーとも呼ばれている｡集落内の水路は,ナムナ-が水源
で,集落内のため池の水の供給源にもなっている｡
知見5):方向性を示すホ-バン (上)とダイ (下)
集落内部のホンタンカンパンから東へ延びるみちはホ
ンタンホ-バン,上の道｡西へ延びるみちはホンタンダ
イ,下の道と呼ばれている｡このことから集落内部には
上,下の方位観があることがわかる｡
知見6):信仰 と関連するランドマーク･スポットの存在
信仰空間の抽出にも生活地名は有効である｡信仰空間
については別稿4)で詳述されているが,これらは,集落空
間の中心や,外縁部の結節点にその多くが立地しており,
集落空間構造を読みとる重要な手がかりとなる｡
先にもふれたが,集落にはムラの心の中心であるガン
ツアイマンとよばれる場所がある｡ここには,神の家 ･
部屋の意味のフォンティウラという建物 (嗣)があり,
その周辺の広場全体がガンツアイマンである｡ナイバン
の外縁部に寺 (ワッ)が,集落界に近い山の山頂には,
仏塔 (タ-)が立地する｡
蔓海には,仏の木という意味のマイシリーが,10数本
ある｡そのうち4本は寺の前の広場 (ノンバン)に植
えられ, 1本は集落南西の門が設置される場所,あと一
本は仏塔の南 (右側)にある｡
この集落では,山にはいって木のしたで寝るときには,
大木を選び,神に祈 りをささげてから休む｡集落の外縁
部の山の頂上にある大木は,切ってはならない神聖な木
とされ,それぞれ名前をもつ(意味は不明)｡山頂の大木
は,視覚的な集落界であり,集落を見守る守護の役割を
担っていると考えられる｡
これら信仰の対象とされる大木の立地する場所は,寺
周辺,門周辺,塔周辺,外縁の山頂で,何れも集落空間
構造を理解するキーポイントといえる場所である｡5)
その他,ボンタウと呼ばれる火葬場は,寺の南隣接地,
パーヒョウと呼ばれる墓地は,集落から約300M離れた南
西部に位置する｡
4.まとめ
最後に,本稿のまとめとして得られた知見 と課題を整
理しておく｡
①ダイ族も土地 ･空間に名称をつけて,日常生活空間を
認識していることが明かとなった｡すなわち,ダイ族
の集落にも生活地名が存在している｡
②伝統的なダイ族集落の空間構造の把握に,生活地名分
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写真20 ムラの心の中心に立地するフォンティウラ
折は有効な手法であることが確認できた｡
③ダイ族の集落空間構造を解明するうえで鍵となる以下
の基本原理が抽出できた｡
ア)ムラの内と外を分ける ｢ナイバン｣｣ ｢ノンバン｣
の概念 '
イ)集落の中心を示す ~｢ガンツアイマン｣｢ガンマン｣
の存在
ウ)集落内の骨格となる道と道のヒエラルキーの存在
エ)集落の骨格となる川と川のヒエラルキーの存在
オ)方向性を示すホ-バン (上)とダイ (下)
今回の調査では,集落域レベルの生活地名の調査は十
分ではない｡地形に対応した山の呼び名,農地の呼び名
などについては,調査できておらず,集落の生活地名を
網羅的に採取したわけではない｡また,他のダイ族集落
にも共通した生活地名なのか,調査集落独自の生活地名
なのかは不明である｡これらの点は,今後の課題とする
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が,しかし,今回採申できた生暗地名から,鼻海集落の
空間構造の構成原魂の大枠はつかむことができたと考え
られる｡
<注釈> ●
1)この地域は,少数民族居住地,稲作 ･茶の原産地と
しても注目●されており,特に,わが国では,中尾佐
助の提唱した照葉樹林文化論を契機に,雪南一照葉
樹林文化一日本文化の原野とう図式によって文化人
類学,生態学,吉夢学;.建軍学の各分野から注目をI
集めた｡ L:I
中尾佐助 ｢栽培植物と農耕･甲嘩源｣岩波新書,中尾
佐助 ･梅樟忠夫対談 ｢雫南に照葉樹林をたずねて｣
r月刊みんぱくJ1985年3.月号等参照｡
本研究では,日本耳化の晦流･tして宰南に着目し,
両者の共通性を性急に論じることはしていない｡
2)日本の集落調査では,国土地理院の地形図,各自治
体が保管する1万分の1,2千5百分の1土地利用
図,農業集落罪因,地籍図などの基本申な空間情報
が得られるが,今回の圃査やは,現地での事前情報I1. .*'
が皆無で,･:地図作成からゐスタートであうた｡
3)山崎寿-p･重村力 ｢生活埠名から･みた中久保集落の
空間意識の構成｣日本建垂学会計画系静文集 No.
451,
1993.9奉照.I .
4)岡由知子､･.白砂如二他 ｢信仰からみたダイ族住居集.●
落空間の基本構造｣他 1995年日本建築学会大会学
術講演梗概集E-2,pp.533-536参照
5)その他,パーヒョウ (墓地 :パーは平地,ヒョウは
墓),ボンタウ (火葬場),住居,田,ため池にも神
が宿るといわれているが,ここでは省略する｡
捕)ロンは囲った,フアンは家,ソンは菜園の意味で,
垣根に囲われた屋敷地は,ロンフアンソンと呼ばれ
る｡屋敷地は,家と菜園を基本要素に成り立つこと
をこの呼び名は表現している｡このように空間 ･場
所の名称とその語意に着目した空間分析手法は,部
屋や柱の名称にも援用することによって,住居内の
空間構造の解明にまで適応できる｡この点について
は別稿 (富樫他論文)を参照されたい｡
<参考文献>
1)r西双版納概覧』,1993,雲南民族出版社
2)古島琴子 『中国西南の少数民族』,1987,サイマル出
版会
3)吉野正敏編 F雲南フィールドノートJ,1993,古今書
院
4)長谷川清 :雲南省タイ系民族における仏教と精霊祭
把,田辺繁治編著 r実践宗教の人類学 上座部仏教
の世界』 1994,京都大学芋癖出版会所収
5)ZhuLiangwen,THEDAIOrtheTa主andTheir
Architecture&Customs,1992,DDBooks,Ban-
gkok&TheScienceTechnologyPressofYun･
nan.
6)阪本楠彦 r中国農民の挑戦』,1985,サイマル出版会
7)C.ダニエルス,渡部武編 F雲南の生活と技術J,
1994,慶友社
Summary
ThispaperreportsthespacialstructureonDai'svilageusing'namingplace'.'NamlngPlase'anarisisisuseful
●
forreadingtheprincipleofvilagespacialstructre.Thissurveydefinethehierarcyofroadandriver(cannal),2
centresofvilage,upperanddownydirectionofvilage,andspiritualspots.Theseplacesarethekeypointsof
spacialstructure.
(12)
